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昭和２４年１月２０日 

日本学術会議法施行。（内閣総理大臣の所轄、会員選出方式は公選制、
日本学士院は日本学術会議に付置。） 

 
昭和３１年４月１日 
  日本学士院法施行。（日本学士院は日本学術会議から分離・独立。） 
 
昭和５９年５月３０日 

日本学術会議法の一部を改正する法律施行。（会員選出方式は学協会
を基盤とする推薦制となった。） 

 
平成１３年１月６日 

中央省庁等改革基本法施行。（日本学術会議については、総務省に置
くものとするが、総合科学技術会議において、その在り方を検討するこ
ととなった。） 

 
 
 
 
 
 


